
＊東京労働局は、現時点における取り組み状況をチェックしてもらう「職場のパワーハラスメント対策に係る自主点検票」等を公開しました。 
義務化される 10 の措置事項について、「具体的な点検項目」を提示しており、すべて「（周知・啓発等をして）いる」に〇が付いた場合には、 
法の措置を満たしていることになります。是非 ☑Check！してみてください。 

https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-roudoukyoku/news_topics/kyoku_oshirase/_120743/jisyutennkenn.html 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

職場におけるパワーハラスメントの防止のために講ずべき措置 

令和 4 年 4 月 1 日から 
 

①トップのメッセージ 
組織のトップが、職場のパワーハラスメントは職場か

らなくすべきであることを明確に示す。 

②ルールを決める 
就業規則等において、パワーハラスメントの禁止や処

分に関する規定を設ける。 

１、事業主の方針等の明確化及び 
その周知・啓発 

①相談窓口の労働者への周知 
相談窓口をあらかじめ定め、全労働者（派遣労働者を含

む）に漏れなく周知する。 

②相談体制の整備 
相談窓口担当者が、相談内容や状況に応じ、適切に対応

できるものとすること。 

２、相談に応じ、適切に対応するために必要 
な体制の整備 

３、事実関係の迅速かつ適切な対応 
相談後、事実関係を迅速かつ正確に確認し、事実確認

ができた場合、すみやかに被害者に対する配慮のため

の措置を適正に行い、再発防止対策を講じること。 
なお、事実確認ができなかった場合でも、再発防止対

策と同様の措置を講じること。 

●プライバシー保護 
相談者・行為者等のプライバシー保護のための措置を講

じ、その旨を労働者に周知すること。 

●不利益取扱いの禁止 
相談したこと等を理由として、解雇その他不利益取り扱

いをされない旨を定め、労働者に周知・啓発すること。 

そのほか併せて講ずべき措置 

相談対応の流れとポイント 
１ 相談窓口（一次対応） 

●相談者の秘密が守られることや不利益な取り扱いを

受けないこと。 
●相談窓口でどのような対応をするか明確にしましょ

う。 

２ 事実関係の確認 

●相談者の了解を得た上で、行為者や第三者に事実確認

を行いましょう。 
●相談者と行為者の意見が一致しない場合に、第三者に

事実確認を行いましょう。 

３ 行為者・相談者へ講じる措置の検討 

●以下の要素を踏まえて、事実確認の結果を検討しま

しょう。 
・相談者の被害の大きさ 
・事実確認の結果 
・行為者または相談者の行動や発言に問題があったと

考えられる点 
・就業規則等の規定 
・パワーハラスメントについての裁判例 等 
●対応としては、行為者または相談者への注意、行為

者からの謝罪、人事異動、懲戒処分などが考えられま

す。 

４ 行為者・相談者へのフォロー 

●相談者・行為者の双方に対して、会社として取り組ん

だことを説明しましょう。 
●行為者の発言にどのような問題があったかを伝え、同

様の問題が起こらないようフォローアップしましょう。 

●再発防止策は予防策と表裏一体です。 
予防策に継続的に取り組むことで再発防止につなげまし

ょう。 
※プライバシーの保護に常時留意する必要があります。 

５ 再発防止等の実施 

＊大企業事業主については、令和 3 年 6 月 1 日から 
既に義務化されています。 

 

 

＊令和３年度被扶養者資格再確認について＊ 

 令和３年10月下旬から11月中旬にかけて、「被扶養者状況リスト」にて被扶養者の再確認を実施しております。

ご協力をお願い致します。 

【注意】パワーハラスメントの放置 
＊従業員の人格を傷つけ、仕事への意欲や自信を喪失させ、ひいては心の健康を悪化させ、休職や退職に至る場合 

があります。 
＊パワーハラスメントを受けている本人だけではなく、周囲の従業員もパワーハラスメントを見聞きすることで、 

仕事への意欲が低下し、職場全体の生産性に影響を及ぼしかねません。 
＊パワーハラスメントに企業が加担していなくとも、裁判によって使用者責任を問われるリスクがあり、企業のイ 

メージダウンにつながる恐れがあります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 

 

 

 

《筆者：鍋島明子》 

私のひとこと 

 

 

 

 

 


